
道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷
地
の
幅
員

延

長

備

考

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

八
王
子
市
大
和
田
町
三
丁
目
一
〇
八

三
番
五
か
ら
同
市
南
浅
川
町
二
七
九

六
番
一
ま
で

前

ＡＢ

八
・
二
〇
〜

五
三
・
二
〇

〇
・
〇
〇
〜
二
二
二
・
三
〇
一
〇
三
九
〇

九
六
一
〇

上
記
Ａ
及
び
Ｂ
は
、

関
係
図
面
に
表
示
す

る
敷
地
の
区
分
を
い

う
。

後

ＡＢ

八
・
二
〇
〜

五
三
・
二
〇

〇
・
〇
〇
〜
二
二
二
・
三
〇
一
〇
三
九
〇

九
六
一
〇

図
面
縦
覧
場
所

関
東
地
方
整
備
局
及
び
同
局
相
武
国
道
事
務
所

令和年月日 金曜日 第号官 報
〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
十
三
号

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
七
十
一
条
の
三
第
十
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
独
立
行
政

法
人
都
市
再
生
機
構
が
施
行
す
る
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
の
認
可
を
し
た
の
で
、
同
条
第
十
五
項
に

お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
九
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

一

施
行
者
の
名
称

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構

二

事
業
施
行
期
間

令
和
五
年
十
月
三
十
日
か
ら
令
和
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

施
行
地
区

神
奈
川
県
藤
沢
市
村
岡
東
一
丁
目
、
村
岡
東
二
丁
目
、
弥
勒
寺
字
後
河
内
並
び
に
宮
前
字
後
河
内
及

び
字
裏
河
内
の
各
一
部
、
鎌
倉
市
上
町
屋
字
山
ノ
根
、
寺
分
字
藤
塚
、
字
陣
出
、
字
上
陣
出
、
字
堅
畑
、
字
川
向
及

び
字
木
ノ
下
、
梶
原
字
古
川
、
字
八
町
面
、
字
外
耕
地
、
字
内
耕
地
及
び
字
宮
里
、
梶
原
一
丁
目
並
び
に
常
盤
字
下

耕
地
の
各
一
部

四

土
地
区
画
整
理
事
業
の
名
称

藤
沢
都
市
計
画
事
業
及
び
鎌
倉
都
市
計
画
事
業
村
岡
・
深
沢
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業

五

事
務
所
の
所
在
地

神
奈
川
県
鎌
倉
市
大
船
一
丁
目
二
十
五
番
三
十
五
号

六

施
行
規
程
及
び
事
業
計
画
の
認
可
の
年
月
日

令
和
五
年
十
月
三
十
日

七

事
業
計
画
の
変
更
の
認
可
の
年
月
日

令
和
八
年
十
月
九
日

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
十
二
号

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
六
条
ノ
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
事
業
場
を
次
に
掲
げ
る
物
件
の

製
造
工
事
に
係
る
事
業
場
と
し
て
認
定
し
た
の
で
、船
舶
安
全
法
の
規
定
に
基
づ
く
事
業
場
の
認
定
に
関
す
る
規
則（
昭

和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
四
十
九
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
九
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

事
業
場
の
名
称

事
業
場
の
所
在
地

認
定
に
係
る
物
件
の
範
囲

有
効
期
間

三
菱
重
工
マ
リ
タ
イ
ム
シ

ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社

岡
山
県
玉
野
市
玉
三
丁
目
１

番
１
号

鋼
製
船
体

令
和
８
年
10月
１
日
か
ら

令
和
13年
９
月
30日
ま
で

〃
〃

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
製
船
体
〃

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
十
四
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
承
認
を
し

た
の
で
、
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

な
お
、
事
業
地
の
一
部
に
つ
い
て
、
都
市
計
画
法
第
六
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
土
地
収
用
法
第
三
十
一

条
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
承
認
後
の
収
用
又
は
使
用
の
手
続
が
保
留
さ
れ
る
の
で
、
都
市
計
画
法
第
七
十

二
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
あ
わ
せ
て
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
九
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

一

施
行
者
の
名
称

国
土
交
通
大
臣

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

盛
岡
広
域
都
市
計
画
道
路
事
業
３
・
４
・
１
３
８
号
藤
沢
永
井
線

三

事
業
施
行
期
間

自
令
和
八
年
十
月
九
日
至
令
和
三
十
四
年
三
月
三
十
一
日

四

事
業
地

収
用
の
部
分

岩
手
県
紫
波
郡
矢
巾
町
大
字
藤
沢
第
５
地
割
、
大
字
藤
沢
第
８
地
割
、
大
字
藤
沢
第
４
地
割
、
大
字

高
田
第
１
０
地
割
、
大
字
高
田
第
９
地
割
、
大
字
高
田
第
８
地
割
、
大
字
高
田
第
５
地
割
、大
字
高
田
第
７
地
割
、

大
字
高
田
第
６
地
割
、
大
字
下
矢
次
第
３
地
割
、
大
字
下
矢
次
第
５
地
割
、
大
字
下
矢
次
第
４
地
割
、
大
字
上
矢

次
第
７
地
割
、
大
字
上
矢
次
第
５
地
割
、
大
字
広
宮
沢
第
８
地
割
、
大
字
広
宮
沢
第
９
地
割
、
大
字
広
宮
沢
第
１

０
地
割
、
大
字
赤
林
第
１
３
地
割
、
大
字
赤
林
第
６
地
割
、
大
字
赤
林
第
５
地
割
、
大
字
赤
林
第
２
地
割
、
大
字

赤
林
第
３
地
割
及
び
大
字
赤
林
第
４
地
割
並
び
に
盛
岡
市
永
井
４
地
割
、
永
井
３
地
割
、
永
井
２
地
割
、
永
井
１

地
割
及
び
下
飯
岡
２
０
地
割
地
内

使
用
の
部
分

岩
手
県
紫
波
郡
矢
巾
町
大
字
高
田
第
１
０
地
割
、
大
字
高
田
第
９
地
割
、
大
字
高
田
第
６
地
割
、
大

字
下
矢
次
第
３
地
割
、
大
字
下
矢
次
第
４
地
割
、
大
字
広
宮
沢
第
８
地
割
、
大
字
広
宮
沢
第
９
地
割
、
大
字
広
宮

沢
第
１
０
地
割
及
び
大
字
赤
林
第
４
地
割
並
び
に
盛
岡
市
永
井
４
地
割
地
内

五

収
用
又
は
使
用
の
手
続
が
保
留
さ
れ
る
事
業
地

収
用
の
部
分

岩
手
県
紫
波
郡
矢
巾
町
大
字
藤
沢
第
５
地
割
、
大
字
藤
沢
第
８
地
割
、
大
字
藤
沢
第
４
地
割
、
大
字

高
田
第
１
０
地
割
、
大
字
高
田
第
９
地
割
、
大
字
高
田
第
８
地
割
、
大
字
高
田
第
５
地
割
、大
字
高
田
第
７
地
割
、

大
字
高
田
第
６
地
割
、
大
字
下
矢
次
第
３
地
割
、
大
字
下
矢
次
第
５
地
割
、
大
字
下
矢
次
第
４
地
割
、
大
字
上
矢

次
第
７
地
割
、
大
字
上
矢
次
第
５
地
割
、
大
字
広
宮
沢
第
８
地
割
、
大
字
広
宮
沢
第
９
地
割
、
大
字
広
宮
沢
第
１

０
地
割
、
大
字
赤
林
第
１
３
地
割
、
大
字
赤
林
第
６
地
割
、
大
字
赤
林
第
５
地
割
、
大
字
赤
林
第
２
地
割
、
大
字

赤
林
第
３
地
割
及
び
大
字
赤
林
第
４
地
割
並
び
に
盛
岡
市
永
井
４
地
割
、
永
井
３
地
割
、
永
井
２
地
割
、
永
井
１

地
割
及
び
下
飯
岡
２
０
地
割
地
内

使
用
の
部
分

岩
手
県
紫
波
郡
矢
巾
町
大
字
高
田
第
１
０
地
割
、
大
字
高
田
第
９
地
割
、
大
字
高
田
第
６
地
割
、
大

字
下
矢
次
第
３
地
割
、
大
字
下
矢
次
第
４
地
割
、
大
字
広
宮
沢
第
８
地
割
、
大
字
広
宮
沢
第
９
地
割
、
大
字
広
宮

沢
第
１
０
地
割
及
び
大
字
赤
林
第
４
地
割
並
び
に
盛
岡
市
永
井
４
地
割
地
内

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
二
十
三
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
九
日

関
東
地
方
整
備
局
長

西
澤
賢
太
郎

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

四
百
六
十
八
号

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

久
喜
市
西
字
上
川
原
六
七
八
番
一
地
先
か
ら
幸
手
市
大
字
上

高
野
字
菩
薩
前
一
一
二
七
番
一
地
先
ま
で

前後

二
六
五
六
〜
一
三
〇
九
二

二
二
七
三
〜

六
三
七
七

〇
・
七
一
六

〇
・
七
一
六

図
面
縦
覧
場
所

関
東
地
方
整
備
局
及
び
同
局
北
首
都
国
道
事
務
所

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
二
十
四
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
九
日

関
東
地
方
整
備
局
長

西
澤
賢
太
郎

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図
面
縦
覧
場
所

二

十

号

上
野
原
市
四
方
津
字
奥
平
道
上
一
九
一
一
番
一
か
ら
同
市
四
方
津

字
奥
平
道
上
一
九
九
五
番
七
ま
で
（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示

す
る
部
分
の
み
。）

関
東
地
方
整
備
局
及
び
同
局
甲

府
河
川
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

令
和
八
年
十
月
九
日

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
二
十
五
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
九
日

関
東
地
方
整
備
局
長

西
澤
賢
太
郎

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

二
十
号


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